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入学試験問題

5.最終選考（筆記・面接）

第1次選考合格者対象

学 科 選 考 内 容

物 理 学 科 物理と数学の筆記試験の後、物理学科教員による面接試験を行います。

化 学 科 化学の筆記試験の後、化学科教員による面接試験を行います。

（数 学科〉 数学の筆記試験の後、数学科教員による面接試験を行います。

生命科学科
理科の筆記試験の後、生命科学科教員による面接試験を行います。
（理科は、生物・化学・物理のいずれかを出願時に選択します。）

















解答又は解答例
1

(1) P ∈ C2より，−21 = 9a + 3b − 18. P における C1と C2の接線の傾
きを計算して 11 = 6a+ b．よって a = 4, b = −13 を得る.

(2) ∫ 3

−2

{(x3 − 16x)− (4x2 − 13x− 18)}dx =

∫ 3

−2

(x− 3)2(x+ 2)dx

=

∫ 3

−2

(
(x− 3)3 + 5(x− 3)2

)
dx =

625

12
.

2

(1) 部分積分を二度使い

∫
(x2 − 3)e−xdx =

∫
(x2 − 3)(−e−x)′dx =

(x2 − 3)(−e−x)−
∫
(x2 − 3)′(−e−x)dx =

(x2 − 3)(−e−x)−
∫

2x(−e−x)dx =

(x2 − 3)(−e−x)−
∫

2x(e−x)′dx =

(x2 − 3)(−e−x)− 2x(e−x) +

∫
2(e−x)dx =

(x2 − 3)(−e−x)− 2x(e−x)− 2(e−x) + C =

(−x2 − 2x+ 1)e−x + C .

(2) x2−3 = aexが丁度3つの解を持つaの範囲を求める．exが0になる
ことはないので，これは，(x2−3)e−x = aと同値．f(x) = (x2−3)e−x

とおくと，f ′(x) = 2xe−x − (x2 − 3)e−x = (−x2 + 2x + 3)e−x =
−(x+1)(x− 3)e−xより，f(x)は x < −1で単調減少，−1 ≤ x < 3で
単調増加，x ≥ 3で単調減少である．さらにx → ∞のとき，f(x) → 0
にも注意する．よって, 0 < a < f(3)が求める範囲．f(3) = 6e−3よ
り， 0 < a < 6e−3 ．



3 　 a2i を 3で割った余りは，ai = 3, 6のとき 0, ai ̸= 3, 6のとき 1である
ことに注意する．

(1) 　 3回とも 3または 6，あるいは，3回とも 3でも 6でもない確率よ
り 1

3
.

(2) 　 6回とも 3または 6，あるいは，3回だけ 3または 6，あるいは，6

回とも 3でも 6でもない確率より 25

81
.

(3) 　 S5が 3で割り切れる確率は，S6の時と同様に考えて 1
3
. よって S5

かつ S6が 3で割り切れる確率は 1
9
. 求める確率は 1

9
÷25

81
=

9

25
.

4 　
AB = xとおく．正弦定理より 2

sin∠B = x
sin∠C . 倍角公式より sin∠C =

2 cos∠B sin∠B. よって，cos∠B = x
4
.　

(1) x = 4 cos∠B = 4 cos 15◦ =
√
6 +

√
2（cos 15◦は半角の公式で求

める）.
(2)余弦定理により，x2 = 52+22−2·5·2·cos∠C = 29−20

(
2(x

4
)2 − 1

)
=

49− 5
2
x2. これを解くと、 x =

√
14．




